
医療施設に最適な
銀イオン抗菌剤配合

ワックスを使用しています

不揮発分２５％高光沢・高耐久・速乾性樹脂ワックス

抗菌効果について（Ａｇ＋抗菌剤配合）

抗菌活性値とは…

抗菌性試験 抗菌活性値の目安

菌数減少率抗菌活性値

ＪＩＳ　Ｚ２８０１
（抗菌加工製品－抗菌性試験法・抗菌効果）による試験
抗菌効果判断基準…抗菌活性値２．０以上

■銀イオン抗菌剤が雑菌の繁殖を防ぎ、臭気の発生を防ぐ！
■クラス最高レベルの高濃度！不揮発分２５％で高光沢！
■抜群の耐摩耗性！耐ヒールマーク性！
■快適性能(速乾性・低粘度)を高レベルで実現！

(ライジングスター25煌(キラメキ)の抗菌活性)

抗菌性試験方法(JIS Z 2801)で定められて

いる試験方法で検出された、抗菌効果を判

定する指標の値。無加工品の24時間培養後

菌数から抗菌加工品の24時間培養後菌数を

引いた数値で算出される。抗菌活性値2.0

以上(99%以上の死滅率)で抗菌効果がある

と規定されている。と規定されている。

銀イオン抗菌剤配合により、塗膜表面の雑菌の繁殖を抑えると同時に雑菌による悪臭の
発生も低減し、清潔で快適なフロアーを実現します。

お問い合わせ、ご用命は


